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うことなども挙げられる 3。TTという言葉を最初に用いた論文は、“International of Religious 


















































































授業回数 授業内容 授業回数 授業内容
1 ガイダンス　 17 ガイダンス
2 実技テスト課題の発表 18 創作の練習①
3 実技テスト課題の練習 19 創作の練習②
4 歌に合わせて動く 20 創作の練習③
5 動きの種類を知る 21 グループ創作
6 運動課題とイメージ課題 22 グループ創作
7 表現あそび：ポーズ 23 グループ創作
8 表現あそび：まねっこ 24 グループ創作
9 表現あそび：動きのリレー 25 グループ創作
10 実技テスト 26 グループ創作
11 子ども向け歌唱への振付 27 グループ創作
12 子ども向け歌唱への振付 28 グループ創作
13 子ども向け歌唱への振付 29 グループ創作
14 子ども向け歌唱への振付 30 グループ創作
15 振付発表 31 発表練習
16 授業のまとめ 32 発表練習
授業外 表現発表会














































































































































































































































































































































番号 グループ名 作品名 人数 小道具 作品概要














































































































15 Shall we ☆ 
dance







～ stand by me～
8 草・手紙・金棒 日本昔ばなし「泣いた赤鬼」をダンスと身体の動きで表現
した。赤鬼・青鬼・村人達をリズミカルに、かつアクロバッ
トに演じた。言葉に依らないでストーリーを展開するため
に、演出も工夫。

